
－教育実習にいくぞ！－ 

 

順調に単位を修得し、あとは教育実習だけとなりました。 

仕事の都合もあり、秋に教育実習に行くことを希望しました。 

母校で実習するのが常ですが、高校を卒業してからすでに 10 年は経過しています。 

知っている先生は誰一人いません。 

そこで、教員になりたいと相談をした高校の恩師に電話をしました。 

恩師の勤務校で実習をやらせてもらえないかと話をしました。 

恩師が勤務している高校はちょっと特殊で、県内で初めての単位制高校でした。 

いろいろな生徒がいるのでとても興味がありました。 

相談の結果は、OK でした。 

やった～！これで教育実習に行ける！免許が取れる！ 

 

しかし・・・世の中そう甘くはありませんでした。 

単位を取れたと思っていたはずが、1 教科不合格になってしまったのです。  

そう、実習を受けることができなくなったのです。 

なんと言い訳をして良いやら・・・ 

とりあえず恩師に電話をしました。 

いやぁ・・・怒られましたよ。ものすごく怒られました。 

実習を受け入れるにあたり、学校内でいろいろと調整をやっていただいていたのですから。 

ひたすら平謝りです。  

何とか許してもらい、とりあえずその不合格教科の合格をとることを最優先に頑張ることになりました。 

この時点で 2 年で免許取得すると言うことが不可能になってしまいました・・・ 

仕事をしながらだから仕方がないといえばそれまでですが、ショックです。 

 

しかし、へこんでいる暇などありません。 

落とした単位を取るべく一心不乱に勉強しました。 

そして無事合格。（意外とあっさり・・・） 

今度こそ実習に行ける！ 

 

懲りずに恩師に電話 をしました。 

 

ふな：単位取れました。来年度実習をやらせてください！ 

先生：うちの学校ではもう受け入れられない。母校でやるようにしなさい。 

ふな：でも、誰も頼れる先生がいらっしゃらないので  

先生：教務主任の先生にすでに話を付けてあるから、すぐに連絡して行ってきなさい。 

ふな：  

先生：ただし、受け入れは春とのことだ。 

ふな：  

 

教育実習をやる時期はだいたい春か秋と決まっていて、その中で実習校が指定する期間に行きます。 

先にも書きましたが私は秋希望でした。 



やばい・・・春は仕事が忙しくて絶対に行けない。しかし、これを言ったら怒られる  

しかし言わなければならない・・・  

 

ふな：春は無理なんです 秋にはなりませんか？ 

先生：なに！？・・・  

ふな：できれば秋に行きたいのですが・・・ 

先生：無理言って交渉したのにそんなわがまま言うな！行けないならもう無理だ！ 

 

ガチャン 

 

電話を切られてしまいました・・・orz 

 

あぁ、、、もうだめだ・・・もういけない・・・  

いや、ここであきらめちゃだめだ！ 

でもまた怒られる・・・ 

怒られても良いじゃないか！ 

人生かかっているんだから！ 

 

よし、もう一度電話するぞ  

 

プルルル プルルル・・・・ 

 

出てくれない・・・  

どうしたら良いんだろう・・・ 

 

途方に暮れました。 

いろいろなことが走馬燈のごとく浮かびました。 

 

やっぱり仕事しながら教員目指すのは無理だったんだよな・・・ 

よくここまでやったよ。それでもう十分じゃないか・・・ 

 

 

なんてあきらめられるか  

 

 

そんな時、 着信が！ 

 

見ると先生からです。 

 

ぬぉおおお～  

 

恐ろしくもあり、嬉しくもあり、複雑な気持ちで受けました。 



 

ふな：もしもし・・・ 

先生：来年の秋、9 月から 2 週間実習に行って来い！ 

ふな：  

先生：何も言うな。話はつけた。これで免許が取れるぞ。やるだけやってこい！ 

ふな：ありがとうございます。ありがとうございます。  

 

こうして、無事！？実習受け入れが決まりました。 

 

そして、すぐに自分の大学での実習を受けるための申請もしました。 

 

すべての手続きが整ったころ、実習受け入れ校から正式に連絡がありました。 

次の年の春、一度打ち合わせをしましょうとのこと。 

 

恩師の先生にお願いしてから半年近く経ち、私にとっては待望の春 がやってきました。 

そして、実習受け入れ校から連絡があり、打ち合わせに行きました。 

 

この春に実習をする学生もきていました。 

 

・・・若い 

 

当然ですよね。彼らは現役の大学 3 年生です。 

私は・・・一応大学 4 年生ですが、二度目の大学生。 

年は 30 歳です。他の学生達は、誰あれ？！と言う感じでこちらを見ています。 

私の他に 4 人いましたが、彼らは皆同級生。 

う～ん、、、かなり辛い  

そこに校長先生が入ってきました。 

各々自己紹介をします。 

 

平成 15 年度卒業生の○○です。 

 

と言う自己紹介が 3 人続きました。 

私は最後。 

 

平成 5 年度卒業生の船田です・・・ 

 

一同、じろっ  

 



そんな目で見るな～  

 

ふな：夢求めてやってきました！ 

 

かなり辛かった・・・  

 

とまぁ、色々ありましたが、無事受け入れが成立したわけです。 

 

ほっ・・・  

 

あとは、どうやってこの 2 週間、会社の有休を取るかが問題だな・・・ 

会社にはもちろん、教員免許を取るために大学に行っているとは一言も言ってありませんでした。 

ただ、信頼できる直属の上司にだけは話してありました。 

実習開始まであと半年を切っています。 

 

さぁ、どうやって会社を休む！？ 

 

この時から、どうやって実習中の 2 週間会社を休むのかということばかりを考えて過ごしていました。 

この決定事項も直属の上司にだけは話しました。 

 

ふな：9 月に 2 週間、教育実習に行くことが決まりました。 

上司：9 月のいつ頃？ 

ふな：1～2 週目です。 

上司：予定だとその頃子どもが産まれるんだよね・・・なので特別休暇を取ろうと思っているんだ・・・ 

ふな：へ！？ 

上司：同じチームから 2 人いなくなるとまずいよね？！ 

ふな：  

上司：なんとかなる・・・かな・・・ 

 

私の所属するチームは、この上司と私、そして派遣社員 1 人の 3 人だけの弱小チームだったのです。 

 

これはやばい・・・かなりまずい・・・ 

どうする船田！！！ 


